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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 国際理解重点教育 所
管

教育委員会

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

平成

指導課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

要綱

なし

81

２５年度

5

　

区立中学校における国際理解教育の推進にあたり、中学生をグラズサックセ市（デンマーク）に派遣し、海外における生活や
学習及び相互交流などの直接体験を通して豊かな人間性を培い、国際社会において尊敬と信頼の得られる区民の育成を
めざす。

人派遣生徒

派遣教諭 5

83

17

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

国際理解重点教育実施要綱

旅行業務委託、翻訳業務委託、外国語講師派遣業務委託
派遣生徒事前研修講師委託、通訳業務委託

　

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

・区立中学校２年生を対象として派遣生徒を募集し、所属校の推薦があった生徒に対し、教育委員会による選考を実施して
派遣生徒を決定する。
・事前研修会を経て８月下旬の一週間、デンマークのグラズサックセ市に派遣。現地校を訪問し、生徒やホストファミリーと交
流する。
・派遣後に、事後研修会及び報告会を実施する。

人

 [施　　策]

区立中学校　２年生生徒

人

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

17

5

85

17

5

85

17

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

学校備品を有効に活用し効率的な事業執行に努めている。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 10,928 10,989 12,041

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

国際社会に貢献できる区民を育成するために、海外における授業体験や現地の生徒やその家族と生活・学
習等の相互交流を経験する機会を設ける必要がある。

維持

評
価
結
果

派遣希望生徒数に大きな変化はない。成果指標の目標はおおむね達成されている。

3 グラズサックセ市との姉妹都市交流事業の側面もあり、国際理解教育の推進にあたって、現在の手段は適切
である。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

異文化に対する理解を持ち、国際社会に貢献できる区民の育成、並びにグラズサックセ市との
交流事業として、今後も実施していく。

派遣後に行う報告会では、現地での体験報告に加えて、生徒自身の「派遣を通じての成長」などを発表することに重点
を置き、より充実したものとなるようにした。

目的達成度 3

必要性

3,409

7,968 8,940

199

11,499 12,551

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

510

0 0

510

8,166 9,141

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

派遣希望生徒数

指標の名称

3,332

202

11,438

　決算額　　(単位：千円) 7,837

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

3,600

7,711

127

510

0


